
令和８年度 

１年理科 評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

・身近な物理現象を日常生活や

社会と関連付けながら，光と

音，力のはたらきを理解してい

る。 

・身の回りの物質の性質や変化

に着目しながら，物質のすが

た，水溶液，状態変化を理解し

ている。 

・いろいろな生物の共通点と相

違点に着目しながら，生物の観

察と分類の仕方，生物のからだ

の共通点と相違点を理解してい

る 

・大地の成り立ちと変化を地表

に見られる様々な事物・現象と

関連付けながら，身近な地形や

地層，岩石の観察，地層の重な

りと過去の様子，火山と地震，

自然の恵みと火山災害・地震災

害を理解している 

・それらの観察，実験などに関す

る技能を身に付けている。 

・問題を見いだし見通しをも

って観察、実験などを行い、

規則性、関係性、共通点や相

違点、分類するための観点や

基準を見いだして表現する

など、科学的に探求してい

る。 

・物質やエネルギーに関する

事物・現象に進んで関わり，

見通しをもったり振り返った

りするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

 

 

・生命や地球に関する事物・

現象に進んで関わり，科学的

に探究しようとする態度、生

命を尊重し、自然環境の保全

に寄与しようとしている。 

 

 

評
価
方
法 

〇授業観察、ワークシート、小テ

スト、定期考査 

〇授業観察、ワークシート、

小テスト、定期考査 

〇授業観察、提出物、ワーク

シート 

ｶﾃｨ

ﾝｸﾞ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ 

 ９０～１００％・・「５」           それぞれの観点別評価は原則として 

 ８０～９０％・・・「４」                 「Ａ」・・・８０％以上 

 ５０～８０％・・・「３」                 「Ｂ」・・・５０％以上 

 ２０～５０％・・・「２」                 「Ｃ」・・・５０％未満 

  ０～２０％・・・「１」 

令和８年度 



２年理科 評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

・化学変化を原子や分子のモデ

ルと関連付けながら，物質の成

り立ち，化学変化，化学変化と

物質の質量を理解している。 

・電流，磁界に関する事物・現

象を日常生活や社会と関連付け

ながら，電流，電流と磁界を理

解している。 

・生物の体のつくりと働きとの

関係に着目しながら，生物と細

胞，植物の体のつくりと働き，

動物のからだのつくりと働きを

理解している。 

・気象要素と天気の変化との関

係に着目しながら，気象観測，

天気の変化，日本の気象，自然

の恵みと気象災害を理解してい

る。 

・それらの観察，実験などに関す

る技能を身に付けている。 

・見通しをもって解決する方

法を立案して観察、実験など

を行い、その結果を分析して

解釈し、規則性や関係性を見

いだして表現するなど、科学

的に探求している。 

・物質やエネルギーに関する

事物・現象に進んで関わり，

見通しをもったり振り返った

りするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

 

 

・生命や地球に関する事物・

現象に進んで関わり，科学的

に探究しようとする態度、生

命を尊重し、自然環境の保全

に寄与しようとしている。 

 

 

評
価
方
法 

〇授業観察、ワークシート、小テ

スト、定期考査 

〇授業観察、ワークシート、

小テスト、定期考査 

〇授業観察、提出物、ワーク

シート 

ｶﾃｨ

ﾝｸﾞ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ 

 ９０～１００％・・「５」           それぞれの観点別評価は原則として 

 ８０～９０％・・・「４」                 「Ａ」・・・８０％以上 

 ５０～８０％・・・「３」                 「Ｂ」・・・５０％以上 

 ２０～５０％・・・「２」                 「Ｃ」・・・５０％未満 

  ０～２０％・・・「１」 

令和８年度 



３年理科 評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

・化学変化をイオンのモデルと関

連付けながら，水溶液とイオン，

化学変化と電池を理解している 

・物体の運動とエネルギーを日常

生活や社会と関連付けながら，力

のつり合いと合成・分解，運動の

規則性，力学的エネルギーを理解

している 

・生命の連続性に関する事物・現

象の特徴に着目しながら，生物の

成長と殖え方，遺伝の規則性と遺

伝子，生物の種類の多様性と進化

を理解している 

・身近な天体とその運動に関する

特徴に着目しながら，天体の動き

と地球の自転・公転，太陽系と恒

星を理解している。 

・日常生活や社会と関連付けなが

ら，生物と環境，エネルギーと物

資、自然環境の保全と科学技術の

利用を理解している 

・それらの観察，実験などに関す

る技能を身に付けている。 

 

・見通しをもって観察，実験

などを行い，その結果や資料

を分析して解釈し、【特徴、

規則性、関係性】を見出して

表現している。また、探求の

過程を振り返っている。 

 

・見通しをもって観察，実験

などを行い，その結果を分析

して解釈するとともに、自然

環境の保全と科学技術の利用

の在り方について科学的に考

察して判断している。 

 

・観察，実験などを行い，自然

環境の保全と科学技術の利用

の在り方について，科学的に

考察して判断している。 

・物質やエネルギーに関する

事物・現象に進んで関わり，

見通しをもったり振り返った

りするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

 

 

・生命や地球に関する事物・

現象に進んで関わり，科学的

に探究しようとする態度、生

命を尊重し、自然環境の保全

に寄与しようとしている。 

 

 

評
価
方
法 

〇授業観察、ワークシート、小テ

スト、定期考査 

〇授業観察、ワークシート、

小テスト、定期考査 

〇授業観察、提出物、ワーク

シート 

ｶﾃｨ

ﾝｸﾞ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ 

 ９０～１００％・・「５」           それぞれの観点別評価は原則として 

 ８０～９０％・・・「４」                 「Ａ」・・・８０％以上 

 ５０～８０％・・・「３」                 「Ｂ」・・・５０％以上 

 ２０～５０％・・・「２」                 「Ｃ」・・・５０％未満 

  ０～２０％・・・「１」 

 


